
特定工作物解体等工事に伴う粉じんの大気中への排出又は飛散を防止するための基準（概要） 

制定：平成８年１月８日告示第８号の２ 

最終改正：令和３年１月 29 日告示第 86 号、施行：令和３年４月１日 

環境の保全と創造に関する条例（平成７年兵庫県条例第 28 号）第 58 条第１項の規定による特定工作物解体等工事に伴う

粉じんの大気中への排出又は飛散を防止するための基準を次のとおり定め、平成８年１月 17 日から施行する。 

特定工作物解体等工事の飛散防止基準 
特定石綿

含有材料 

非飛散性

石綿含有

材料 

石綿無し

1000 ㎡

以上 

１ 粉じんの大気中への飛散を防止するための基準 

(１) 防じんシートその他の資材で、工事現場が覆われていること。 ○ ○ ○ 

(２) 散水その他の方法により、工事現場が湿潤化されていること ○ ○ ○ 

２ 石綿粉じんの大気中への排出又は飛散を防止するための基準 

(１) 特定石綿含有材料及び非飛散性石綿含有材料の使用状況（材料の種類並びに使用の箇所及び規模をい

う。）を設計図書その他の書面及び目視によって調査し、その結果に基づき工事の適切な施工計画が定められ

ていること。なお、書面及び目視調査により使用状況が明らかにならなかったときは、分析による調査を行

うこと。ただし、特定石綿含有材料又は非飛散性石綿含有材料に該当するものとみなして、石綿粉じんの大

気中への排出又は飛散を防止するための措置を講ずる場合は、この限りでない。 

○ ○ ― 

(２) 石綿を湿潤化するために行う散水その他の措置により石綿を含む水を排出するときは、ろ過処理その他

の適切な措置が講じられていること。 
○ ○ ― 

(３) 特定石綿含有材料の除去作業は、解体又は改修の工事に先立って実施されていること。 ○ ― ― 

(４) 特定石綿含有材料の除去作業においては、次の措置が講じられていること。ただし、当該措置と同等以

上の効果を有する石綿粉じんの排出又は飛散を防止するための措置が講じられている場合は、この限りでない。 

ア 除去作業を行う場所は、プラスチックシート等で覆うなどして周辺と隔離すること。 

イ 隔離した作業区画の出入口には、前室を設けること。 

ウ 隔離した作業区画は、石綿粉じんの排出又は飛散を防止することのできるフィルタ（日本産業規格Ｚ8122

に定めるＨＥＰＡフィルタをいう。）の付いた換気装置によって換気し、常時負圧を保つこと。 

エ 除去する特定石綿含有材料を薬液等により湿潤化し、特定石綿含有材料を除去した部分には石綿粉じんの

飛散を抑制するための薬液等を散布すること。 

オ 除去作業に使用した工具、資材等は、付着した石綿を取り除いた後、隔離した作業区画の外へ搬出するこ

と。 

カ 隔離に使用したプラスチックシート等は、真空掃除機等で清掃した後、石綿粉じんの飛散を抑制するため

の薬液等を散布し、隔離した作業区画内の空気の除じんを十分行った後に取り外すこと。 

○ ― ― 

(５) 除去作業を行う場所へ立ち入ることができない等の理由により、(４)に定める措置を講ずることが困難

な場合は、石綿粉じんの排出又は飛散を防止するために散水又はこれと同等以上の効果を有する措置が講じ

られていること。 

○ ― ― 

(６) 特定石綿含有材料の封じ込め作業又は囲い込み作業においては、次の措置が講じられていること。 

ア 封じ込め作業又は囲い込み作業の実施前に、特定石綿含有材料の劣化損傷、建材下地との接着の状況等を

確認し、劣化が著しい場合又は建材下地との接着が不良な場合は、当該特定石綿含有材料を除去すること。 

イ 封じ込め作業に当たっては、作業実施前に石綿粉じんの飛散を抑制するための薬液等の接着性、浸透性等

の性能を確認し、適正なものを使用すること。囲い込み作業において石綿粉じんの飛散を抑制するための薬

液等を使用するときも同様とすること。 

ウ 特定石綿含有材料に、全面にわたって、又は部分的に表面が荒れ、はく離した形跡がある場合には、作業

場所の隔離、フィルタの付いた換気装置による換気等(４)の特定石綿含有材料の除去作業に準じた作業を行

うこと。 

○ ― ― 

(７) 非飛散性石綿含有材料は、切断又は破砕を行わず、原形のまま手作業により撤去されるものであること。

ただし、作業に著しい支障が生ずるときは、薬液等による湿潤化等の石綿粉じんの飛散防止措置を講じた上

で、撤去されるものであること。 

― ○ ― 

(８) 撤去された非飛散性石綿含有材料の車両への積み込みにおいても石綿粉じんの飛散防止措置が講じられ

ていること。 
― ○ ― 

(９) 特定石綿含有材料の除去作業、封じ込め作業若しくは囲い込み作業又は非飛散性石綿含有材料を使用す

る建築物の解体作業（以下「石綿除去作業等」という。）の期間中は、工事現場の公衆の見やすい場所に、別

記の標識を掲示すること。 

○ ○ ― 

(10) 石綿除去作業等の終了時においては、工事現場及びその周辺に、特定石綿含有材料及び非飛散性石綿含

有材料の破片その他の石綿を含有するくずが残存しないよう真空掃除機による清掃その他の適切な措置が講

じられていること。 

○ ○ ― 

（別記） 

２の(９)の標識は、次の事項が記載された標識で長さ 42.0 センチメートル、幅 29.7 センチメートル以上又は長さ 29.7 センチメートル、幅

42.0 センチメートル以上のもので、下地の色は、特定石綿含有材料を使用する建築物の解体又は改修の工事に係るものにあっては黄色、そ

の他のものにあっては白色とする。 

(１) 石綿除去作業等を行っている旨  (２) 届出年月日、届出先  (３) 発注者及び元請業者又は自主施工者の氏名又は名称及び住所 

(４) 法人である場合の代表者の氏名  (５) 建築物の解体・改修工事の期間  (６) 作業期間及び作業方法 

(７) 石綿粉じんの大気中への排出・飛散防止措置の概要  (８) 連絡先 


